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文教警察委員長 元吉 俊博

１ 日 時

令和２年６月３日（水） 午後０時４２分から

午後１時４５分まで

２ 場 所

第２委員会室

３ 出席した委員の氏名

元吉俊博、清田哲也、志村学、木付親次、馬場林、平岩純子、堤栄三

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係の職・氏名

教育長 工藤利明、警察本部長 竹迫 ほか関係者宜哉

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第６４号議案のうち本委員会関係部分については、可決すべきものと全会一致をもって

決定した。

（２）第１号報告及び第２号報告のうち本委員会関係部分については、承認すべきものといず

れも全会一致をもって決定した。

（３）新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る対応について執行部から報告を受けた。

（４）新型コロナウイルス感染症対策に係る要望について協議を行った。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課議事調整班 主査 吉野美穂

政策調査課政策法務班 主査 中川悠



文教警察委員会次第

日時：令和２年６月３日（水）本会議休憩中

場所：第２委員会室

１ 開 会

２ 警察本部関係

（１）付託案件の審査

第 １号報告 令和元年度大分県一般会計補正予算（第６号）について

（本委員会関係部分）

（２）その他

３ 教育委員会関係

（１）付託案件の審査

第 ６４号議案 令和２年度大分県一般会計補正予算（第２号）

（本委員会関係部分）

第 １号報告 令和元年度大分県一般会計補正予算（第６号）について

（本委員会関係部分）

第 ２号報告 令和２年度大分県一般会計補正予算（第１号）について

（本委員会関係部分）

（２）諸般の報告

①新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る対応について

（３）その他

４ 協議事項

（１）新型コロナウイルス感染症対策に係る要望について

（２）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、文教警察委員会を元吉委員長

開きます。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案１件及び報告２件です。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

警察本部関係の審査を行います。

初めに、第１号報告令和元年度大分県一般会

計補正予算（第６号）のうち、警察本部関係部

分について執行部の説明を求めます。

警察本部長の竹迫です。竹迫警察本部長

皆さまにおかれては、平素より警察業務の各

般にわたり、御理解、御協力をいただき、この

場を借りてお礼申し上げます。

本日は大分県一般会計補正予算（第６号）の

うち、警察本部関係について御説明しますので

よろしくお願いします。

第１号報告令和元年度大分県一松尾会計課長

般会計補正予算（第６号）のうち、警察本部関

係について御説明します。

お手元の大分県議会臨時議会議案の１９ペー

ジをお開きください。

ページ下段の第９款警察費の補正額は、２，

８２８万５千円の減額で、これを既定額から減

額すると、補正後の総額は、２６３億９，７５

２万４千円となります。

項別では、補正額の全額が、第１項警察管理

費です。

その内容について、別冊の令和元年度補正予

算に関する説明書で御説明します。

３９ページをお開きください。

今回の補正予算額２，８２８万５千円の減額

については、全額、第２目警察本部費、事業名

では給与費に計上しています。

具体的には、職員手当等ですが、退職手当の

所要額が見込みを下回ったことなどにより、減

額となったものです。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

これより質疑に入ります。質疑、御意見等は

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これで元吉委員長

質疑を終わります。

なお、採決は、教育委員会の審査の際に一括

して行います。

以上で付託案件の審査を終わります。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これで警元吉委員長

察本部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

執行部が入れ替わりますので、委員の皆さま

はしばらくお待ちください。

〔警察本部退室、教育委員会入室〕

これより、教育委員会関係の審査元吉委員長

に入ります。

まず、付託案件の審査を行います。

第６４号議案令和２年度大分県一般会計補正

予算（第２号）のうち、教育委員会関係部分に

ついて執行部の説明を求めます。

初めに、私から一言御挨拶申し上工藤教育長

げます。

特別支援学校は一部分散登校を行っています

が、一昨日６月１日をもってようやく県内全て

の小・中・高等学校が通常授業に戻り、これに

慣れるための対応をしている状況です。

振り返りますと、４月２０日に初常任委員会

が開催され、その後１か月にわたって県内で新

たな感染者が発生しておらず、落ち着いてきた

のかなと思いますが、実は学校はこれからが大

変です。しっかり取り戻す、そして子どもたち

の健康に注意しながら、残された中でしっかり

学びの保障をしていくことが大事と思っていま

す。皆さまには、引き続き御指導、御協力を賜

りますようお願い申し上げます。

議案書の１ページ第６４号山上教育財務課長

議案令和２年度大分県一般会計補正予算（第２



- 2 -

号）の教育委員会所管分について御説明します。

別冊令和２年度補正予算に関する説明書（補

正第２号）では、４１ページから４４ページに

記載していますが、説明は別にお手元に配付し

ている文教警察委員会資料で行います。

資料の１ページをお開きください。

表の一番下、二重線で囲んでいますが、教育

委員会の補正予算額は、右から２列目の欄にあ

るとおり、１９億７万１千円の増額です。

新型コロナウィルス感染症の対応としては、

緊急事態宣言の解除等により新たな局面を迎え

ていますが、今後は、感染防止対策と次の段階

としての教育環境構築の両立を図っていく必要

があります。ＩＣＴ教育の環境整備など、早急

に対応が必要な経費を補正予算案として計上す

るとともに、インターハイの中止に伴い、今年

度中の執行が明らかに困難となったものについ

て減額補正するものです。

この結果、補正後の予算総額は、その右の欄

にあるように１，１５５億４，５３２万１千円

となります。

個別事業の説明については、次のページの令

和２年度一般会計６月補正予算案の概要で説明

するので、そちらを御覧ください。

まず、１県立学校ＩＣＴ活用授業推進事業１

２億８，５０１万６千円です。

これは、県立学校のＩＣＴ教育環境整備を加

速するため、県立中学校、高等学校及び特別支

援学校に児童生徒１人１台のタブレット型端末

を整備するとともに、貸出用ルーターの配備等

により、緊急時における家庭学習環境を整備す

るものです。

次に、２県立学校施設整備事業５億８，３８

３万７千円です。

これは、教室の空調設備の更新やトイレの改

修等を行うものです。空調設備の更新は新生支

援学校など１４校、感染症予防のためのトイレ

の洋式化は杵築高校など２２校、また、全校で

手洗い水栓の自動化を実施します。

最後に、３教育庁職員の働き方改革推進事業

３，３２１万８千円です。

これは、教育庁において、在宅勤務や学校指

導現場でのモバイルワークの実施に必要なタブ

レット端末等を整備し、外出先での作業など、

多様で柔軟な働き方を推進するものです。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、御意見等はありませんか。

さきほど教育長が６月１日から学校が堤委員

再開したと言われたよね。一番心配するのは、

今から夏になって３密をいかに避けていくのか

と。特に、夏休みを返上しようというところも

あるわけですけれども、周辺の学校であれば、

２０人とか３０人とかで結構隙間があるんだけ

れども、大分市とか別府市とか中津市とか、定

数が４０人の場合には、最低でも１メートル以

上離さないかんというのを一体どう確保するの

かなと。高校も含めて、今でも教室の中が一杯

の状況をどうするかと、窓を開けてエアコンを

つけると思うんだけれども、マスクもしている

わけだから、養護教諭とか、担任の先生は子ど

もの体調についても配慮しなければならないと

思うんです。対策として、どういう検討をして

いるのか確認したいのと、もう一つは、北九州

の守恒小学校か、感染者が５人出たよね。大分

県でもどうなのか非常に心配で、無症状の人た

ちもいるわけだけれども、今回、唾液の簡単な

検査も保険適用になったという話もあるよね。

学校現場の中で、感染させない、拡大させない

ためには、子どもたちが今どういう状況かとい

うことまでしっかりつかむことが大事で、子ど

もたちの唾液検査も含めた対策を取る必要があ

ると思うんだけれども、何か検討されていれば

教えてください。

最初の３密を避けるための山上教育財務課長

方針については、既に学校に通知していますが、

小まめな換気というよりも常に窓を開けること

だと思います。それに対してエアコンも学校長

の判断で時期、時間帯にかかわらずつけていい

という通知を既に発しています。電気代につい

ても、補正等でお願いをする事態もあるかと思

うのでよろしくお願いします。

また、教室が一杯ではないかという状況です

が、余裕教室がある学校については、そこを利
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用してもらう。今回電子黒板等の配備もしてい

るし、また、政府が県立学校に関しては補正予

算で３００万円を支給するということなので、

実情に応じていろんな必要な物もそろえながら、

方策を取る学校もあるかと思います。そこら辺

については、それぞれの事情があると思います。

委員御質問の唾液に中村教育改革・企画課長

よるＰＣＲ検査の関係ですけれども、そういっ

た取組が始まるという報道がつい最近なされて

いますが、かなりの唾液量が必要と福祉保健部

から聞いています。実際にそういった手法がよ

り簡便にできるようになれば有効な方法とは成

り得るけれども、今の段階では検査に時間もか

かってしまうので、今いろいろとどういった方

法が効率的なのか検討中と聞いています。

現時点では、全ての方にＰＣＲ検査をという

方向性ではありませんが、例えば、症状のない

方についてはどうなのかと不安の声もあると思

うので、感染経路をきちんとできる限り把握し

て、そこからの拡大を防いでいくのが現状の方

向性かと思っています。

空き教室の関係ね。空き教室があると堤委員

ころはいいんだけれども、ないところもあると

思います。

また、今日、教育長が質疑の中で臨時の先生

を年度当初に探すのはなかなか大変だと言って

いたけど、教室を分ければ、やっぱり先生に加

勢する人たちが必要になってくるわけだから、

そういう体制は実際とれるんですか。仮に教室

を分けた場合、そこはどうなるのか。

それともう一つ、唾液検査は確かに一杯採ら

ないかんという話は聞いているんだけれども、

子どもを学校に通わせることは保護者も心配な

わけですよ。感染経路は、実際に分かる場合も

あるけど、分からない場合の方が多いわけだか

ら、そういう状況の中で安心するためには、唾

液もそうだし、何らかの簡便な検体検査も可能

なわけだから、教育委員会としてそういう方向

性も出していかないと、保護者や先生の不安解

消にならないと思います。今後そういうのは検

討すべきだと思うんだけど、それを含めて再度

お聞きします。

環境ということに関して、山上教育財務課長

空き教室があればの話ですが、これまで電子黒

板も用意しているし、タブレットも１人１台に

なります。すぐにではありませんけれども、今

年度中に１台用意すると。かつさきほど申した

ように、政府が予算化している３００万円が学

校である程度使えるので、今後また補正予算を

出すことになろうかと思います。

またこの中で、例えば、プロジェクターが既

に学校にあります。そういったものを使って先

生は一つの教室で、生徒は二つに分かれながら

プロジェクターなり電子黒板、あるいはタブレ

ットを使った近場のオンライン教育、オンライ

ン授業が可能です。プラス補助教員なりがいる

のがベストですが、そこら辺については、ちょ

っと私からはお答えできませんので以上です。

本日の答弁で教育長からも渡辺教育人事課長

申し上げましたが、国の第２次補正予算案で、

子どもたちの健やかな学びを保障するために学

習指導員の配置がされるようになっています。

想定する人材としては、退職教員であったり、

教員志望の学生等を使って、学級担任をサポー

トする指導員の配置になります。

また、そういった教員の周辺業務の支援につ

いては、スクール・サポート・スタッフの追加

配置もあるので、そういったものも活用して対

応したいと考えています。

また、今年度に限って、小・中学校の最終学

年においては、少人数編制をするための加配教

員の追加も補正予算に計上されているので、現

在、市町村の意向についても確認しています。

学校の臨時休業や再中村教育改革・企画課長

開を決めるにあたっても、福祉保健部との連携

の中で、地域の感染状況を見て判断していくと

いうのをこれまでも行ってきたところですが、

地域の検査の方法ですとか、大分県内で今後感

染状況がどうなるのかを、教育委員会だけでは

なかなか専門的な知見の判断ができないので、

引き続き福祉保健部と連携を取る中で、今後の

対応を考えていきます。

現時点で定まった具体的な方向性でなくて大

変申し訳ありません。
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ぜひそこら辺は入念に段取りをしてく堤委員

ださい。

さっき聞き忘れたんやけど、２か月間子ども

が休みやったろう。親も休みで、ＤＶの問題を

マスコミも言っているんやけれども、気になる

のは、家計の状況によって退学とか非行とかが

出ていないのか。全国的にそういうケースが出

てきているんよね。大分県で今そこら辺をつか

んでいれば教えてください。

この２か月間、臨時休業等三浦高校教育課長

が行われて、イレギュラーな形で生徒たちが家

庭にいる状況でした。しかしながら、その状況

の中で家計のひっ迫等が原因で退学や問題が起

きている状況については把握をしていません。

そういう状況は上がってきていません。

目に見えなくて、特効薬もない中で、馬場委員

子どもたちも２か月ほど学校に来られない状況

で、教育委員会も大変だと思いますが、６月補

正のところで二つほどお尋ねします。

１点目は、県立学校ＩＣＴ活用授業推進事業

の児童・生徒１人１台端末の整備で、先日の議

案説明の中でも家庭でのＷｉ－Ｆｉ環境がない

生徒が１％ぐらいはいるのかなと話があったと

思うんですが、現実にはどのくらいの生徒が家

で使うことができないのか。それを使えるよう

にするためにはどういう方法でされるのかとい

うところを１点。それから、トイレの水栓、洋

式化と乾式化もされるのかなと思うんですけれ

ども、この２２校で大体洋式化が全部終わるの

か教えてください。

まず最初に家庭でのＷｉ－山上教育財務課長

Ｆｉがないということですけど、県立高校と小

・中学校ということで考えると、小・中学校に

ついては、これも市町村でこれから調査を進め

ていきます。文部科学省では、約２割程度がな

いのではないかと言われています。

申し訳ありません、県立高校で申し上げると、

既に調査が済んでいて、約１％、数にすると２

０８人という数字が出ています。家庭でスマホ、

あるいは光Ｗｉ－Ｆｉとか、そういったものが

全然ない方が２０８人です。

今回、予算ではモバイルルーター貸出しの予

算を取っていて、この２０８人に対する台数は

クリアしています。ただし、通信費については、

これも国の中で生活保護費の教育扶助費だとか、

住民税非課税世帯の奨学給付金、この中で１万

円の通信費を上乗せで見ているので、ここは公

平性の観点から、ルーターは県で貸し出すけれ

ども、通信費はそれぞれで契約してもらって、

その１万円から出していただきたいと考えてい

ます。

もう１点、トイレの洋式化については、実は

乾式化はなかなか進んでいません。これはやは

りものすごく金額がかかるので、今回は上程し

ていません。

洋式化については、それぞれの学校で５０％

いっていないところを全部出して、ここが２２

校あったということです。その２２校について

５０％以上にしていくということで、結果とし

て、整備後は県全体で県立高校の洋式化率は５

９．３％になります。

通信料は、無料というところもある馬場委員

んですか。通信費は、例えば家で使う場合に、

全然かからない場合もあるのかなと思うんです

けど。

既に光を入れているところ山上教育財務課長

は、今からプラスになっても無制限なので、通

信料はかからないと思います。

今回は、やはりスマホとかでギガに上限があ

るところについては、今既に使っている方はそ

れを使っていただいて、さきほどの２０８人─

─今全然ない家庭については、通信費も含めて

予算化しています。ただし、さきほど言いまし

た国の予算の中でそれぞれ見られています。そ

こら辺については、今後どういう形がいいのか

も検討しながらやっていきます。

ＩＣＴ化のことで、県民クラブで昨平岩委員

日から大変もめていて、１人１台パソコンをず

っと言われていて、今日も４回か５回ぐらい聞

いたと思うんです。学校が休校になって、在宅

で勉強するときに、パソコンがいる家庭がある

と。それで十分じゃないところが１％あると。

学校の中で１人１台パソコンを授業で使ってい

くときに、私たちは、２００人子どもがいたら
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２００台分用意するって思っていたんですけど、

何か聞いてきた人によると、いや、一クラス分

だよと。その一クラス分を用意すれば、それは

２組にも３組にも時間をずらせば使えるんだよ

という捉え方をしていました。それで、この１

人１台パソコンは、どういう段階で広がってい

くのかがちょっと分からないので教えてくださ

い。

委員がおっしゃったように、山上教育財務課長

これまで高校では１学年に一クラス分のタブレ

ット端末を整備していました。それで授業の工

夫によって、その学年はどこかでＩＣＴ、タブ

レット端末を使った授業ができるよう整備をし

てきました。

このたびは１人に１台のタブレット端末で、

持ち帰りもできます。さきほどの１％は、あく

までもモバイルルーター、通信環境のない家庭

が１％です。

モバイルパソコン、タブレット端末は１００

％です。今回の予算は、全員が１台家に持ち帰

って家庭学習に使う。あるいは遠隔授業で使う

という形になっていますのでよろしくお願いし

ます。（「ありがとうございました」と言う者

あり）

２点です。タブレットなんですけど、清田委員

本日可決されて執行される場合に、実際１人１

台が手元に届く時期は大方いつ頃を想定してい

るのかと、洋式化の２２校の一覧表をいただけ

ればと思います。

タブレット端末のスケジュ山上教育財務課長

ールですけど、大分県だけでも今回各市で７万

台近く、県立高校で、前回の２月で補正したも

のも含めて２万台ぐらいあります。となると、

それは私立高校も出てくるので、大分県だけで

１０万台はいくだろうと思われます。それに、

これは全国ですので１００倍になります。当然

政府がこのＧＩＧＡスクール構想の前倒しをい

ろんなメーカーとやり取りしているので、年度

内には完了する予定です。ただし、納品のスケ

ジュールについては、発注の準備をしています

が、市町村の取りまとめがあるのですぐにはで

きません。７月をめどに入札行為をして、８月

ぐらいから製造にかかる。あるいはもう既に製

造しているやもしれませんが、できた順になり

ます。一気にとなると、また保管等の問題があ

るので、年度末までに、ある程度まとまった台

数が段階的に納品されます。

タブレットですね、１人１台配備す木付委員

るということですが、これはどういう教育効果

が見込まれるんですか。

まず１点が、今回のコロナ山上教育財務課長

ウイルスや災害時の子どもたちの学びの保障と

いうことです。今回の休みでは一部の学校では

遠隔授業をやっていますが、なかなかそこまで

行き着かず、基本的には通常の課題を出してや

ってもらう状況でした。今回これが入ると、ま

ず家庭学習で課題のやり取りがオンライン上で

できます。もしも授業が学校で受けられないと

なると、授業配信ができる形になります。さら

に、家庭でタブレット端末を使うと勉強するい

ろんな手段も選べますし、自分でいろんな調べ

学習もでき、それぞれの自律的な学びも深まる

ので、こういった端末を整備しています。

加えて、ふだんの授業の中内海義務教育課長

で、盛んに言われているアクティブラーニング

を促進する意味でも、１人１台タブレットは有

効です。調べ学習をしたり、友達と意見交換し

たり、思考を整理したり、それから考えてまと

めたものを発信したり、タブレットは非常に有

効なツールであると言われています。

学校から配信するということですけ木付委員

ど、学校側の環境はもう整っているんですか。

既にこういった授業配信等山上教育財務課長

に取り組んでいる高校も２２校ほどあり、２万

１，６００人の高校生全員にＩＤを与えている

ので、家庭でそのＩＤを使ってつなげることが

できます。１０分から２０分ぐらいの授業動画

を高校教育課が１００本単位で作って、基本的

にある程度の機材はそろっているので大丈夫だ

と思っています。

今説明があったとおり、機三浦高校教育課長

器の環境と同時進行で配信する授業のコンテン

ツの中身についても、着々と準備が進んでいま

す。配信型のメリットとしては、生徒が配信さ
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れた動画を複数回見られます。１回聞いても理

解できなかったものを、もう１回確認のために

見ることができるメリットがあります。各教科、

いろんな教科で動画配信のコンテンツを準備し

ていく中で、教員がつながって研究を進めて構

築をしている最中です。

オンライン授業が進むと、まず米持教育次長

学校で授業を試しにやって、それに慣れて家に

帰ったとしても、あるいは次の休校になったと

しても、同じようなやり取りができます。多く

の子どもたちがいますから、短い時間で簡潔に

授業内容を伝えるとか、説明をするとか、答え

るとかいう練習ができます。これは今までの授

業をもっと改善していくということで非常に意

味があります。また、先生は画面を見ると一人

一人が平等に見えます。これまで何となく見て

いた教室の一人一人の子どもが画面上で一人一

人見られることにより、シャープに見えるし表

情も分かります。もしかしたらこれまでよりも

機械を通して、子どもたちの姿がよく見えるよ

うになるかもしれません。また、動画配信のみ

では授業の一方的な話しかできないんですけど、

そこにやり取りを付けることで、教室と同じよ

うに先生が言葉をかけられて、子どもの反応に

応じながら次の段階を考えられます。双方向が

保障できるという意味では、これまで家庭にい

たらできなかったことが子どもが家庭にいても

これまで以上にできるようになるので、そこは

随分期待していいんじゃないかと思います。

ほかにありませんか。元吉委員長

〔「なし」と言う者あり〕

最後に聞きたいんですけど、確か元吉委員長

にオンラインも早く整備しておけば、こういう

ときに非常に役に立ったんじゃないかと思うん

ですけど、逆にルーターを貸し出して、タブレ

ットを子どもたちが使うときに、学校の授業だ

けで使うわけじゃないので、例えばフィルタリ

ングとか何か制限をかけないと、問題につなが

ることは起こり得ないのかなと気になるんです

が。

今、ルール作りをしようと山上教育財務課長

しています。そして今回、表には出ていません

けど、家庭に持ち帰ってもセキュリティ対策が

できる予算も入っています。今後、ルール作り

をして、また機材にもある程度制限をかけます。

オンライン学習とか、いろんな情報を学習に関

連して取り込んでいくことがあるので、何でも

かんでも規制というわけじゃなくて、ある程度

子どもたちが学びに必要なもの等を得ながら、

それでも変なところには飛ばないような規制を

機材にもかけていきます。

ほかに御質疑等もないので、これ元吉委員長

より採決します。

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本元吉委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

次に、第１号報告令和元年度大分県一般会計

補正予算（第６号）のうち、教育委員会関係部

分について執行部の説明を求めます。

第１号報告令和元年度大分山上教育財務課長

県一般会計補正予算（第６号）のうち、教育委

員会関係部分について御説明します。

資料の３ページをお開きください。

この表は、令和元年度の超過勤務手当の状況

をまとめたものです。

表の一番右側の補正額（Ｂ）－（Ａ）の一番

下の合計欄のとおり、４，００６万８千円の減

額となっています。

続いて、４ページを御覧ください。

この表は、令和元年度の退職手当の状況をま

とめたものです。

今回確定した退職者数の内訳は、表の中ほど、

所要額（Ｂ）の人数の列の一番下の合計欄にあ

るとおり、定年退職３９５人、早期退職１０６

人、自己都合による退職５５人の合わせて５５

６人となっており、２月補正時の見込みを１０

人下回るものです。

これにより、退職手当は、一番右側の列、補

正額（Ｂ）－（Ａ）の一番下の合計欄にあると

おり、６億７，６５９万７千円の減額となって
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います。

以上、超過勤務手当と退職手当を合計すると

７億１，６６６万５千円を減額しています。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、御意見等はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これよ元吉委員長

りさきほど審査した警察本部関係部分も含めて

採決します。

本報告のうち、本委員会関係部分については、

承認すべきものと決することに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本報告のうち、元吉委員長

本委員会関係部分については、承認すべきもの

と決定しました。

次に、第２号報告令和２年度大分県一般会計

補正予算（第１号）のうち、教育委員会関係部

分について執行部の説明を求めます。

議案書の２２ページ、さき山上教育財務課長

ほど御説明した第１号報告と同様に、専決処分

を行った第２号報告令和２年度大分県一般会計

補正予算（第１号）について、教育委員会所管

分を御説明します。

令和２年度補正予算に関する説明書（補正第

１号専決）では、２９ページから３２ページに

かけて記載していますが、詳細については委員

会資料で説明します。

資料の５ページをお開きください。

表の一番下、二重線で囲んでいますが、教育

委員会の補正予算額は、右から２列目の欄のと

おり、１億３，６５２万３千円の増額です。

感染拡大防止対策として、緊急的な対応が必

要であったものについて、増額補正をしました。

個別事業の説明については、次のページの令

和２年度一般会計４月補正予算（専決）の概要

で説明しますので、そちらを御覧ください。

まず、１県立学校等衛生用品確保対策事業５，

８８７万７千円です。

これは、消毒液等の衛生用品を一括購入し、

県立高等学校、中学校及び特別支援学校に配布

したものです。また、市町村による公立幼稚園

向け衛生用品の購入に要する経費に対し助成し

ました。なお、小・中学校向けは市町村が国の

補助を受けて直接配備しています。

続いて、２県立高等学校等通学時感染防止対

策事業４，３４６万円は、通学時にＪＲを利用

する高等学校生徒の感染リスクの低減を図るた

め、スクールバスの臨時運行を行っています。

続いて、３特別支援学校通学時感染防止対策

事業３，２４１万５千円は、通学時にスクール

バスを利用する特別支援学校児童・生徒の感染

リスクの低減を図るため、スクールバスの臨時

増便を行っています。

最後に、修学旅行キャンセル経費等給付事業

１７７万１千円は、修学旅行の中止により発生

したキャンセル料等、負担を余儀なくされた経

費に対し、保護者の経済的負担を軽減するため

の助成を行ったものです。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、御意見等はありませんか。

県立学校等衛生用品確保対策事業で、馬場委員

県立高校は消毒液だとか、ほかに必要な部分は

大体足りているんでしょうか。

手洗い用の液体の石けん、加藤体育保健課長

そして石けんを小分けする容器、消毒液等を全

ての学校に配布済みです。現在、全ての学校に

調査して、まだ十分に足りている状況です。

高校は、朝始まるときには検温を実馬場委員

施しているんですか。検温をして、授業が行わ

れているのかなと思うんです。あと、再開した

ときに高校生ですとマスクをしているので感染

の広がりはないのかもしれないですが、一教室

の中に４０人いて、感覚的には大丈夫なのかな

と思ったんですけど。

検温については、毎朝自宅加藤体育保健課長

で必ず検温をして、検温表にチェックをして学

校に登校するようにと指示しています。各自異

常があったときは、速やかに連絡会議をする体

制をとっています。

教室の人数については、４三浦高校教育課長

０人一教室なので、その人数を少なくすること
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はなかなかできませんが、３密を避けるという

ことで、密集はありますけれども、密接な会話

や密閉した空間、この辺の部分については除去

しながら教育活動を続けます。

さっきの消毒の関係だけれども、小中堤委員

学校の場合は、担任の先生がクラスの机とか椅

子を全部拭くのをマスコミで見たんだけれども、

高校の場合、教室の消毒の仕方はどうなってい

るかと、廊下とか、体育館もあるよね。そうし

た消毒のやり方と、修学旅行は基本的に全部の

高校が中止になったのか教えてください。

消毒については、県立学校加藤体育保健課長

でも全教職員において逐次行っています。特に

生徒が触る部分、ドアの取っ手であるとか、体

育であれば用具──バスケットボール、バレー

ボールであるとか常用する部分を消毒していま

す。消毒の項目については、こちらから通知を

出して、こういう部分を徹底的にやってくださ

いと指示しています。

修学旅行についてですが、三浦高校教育課長

ここに計上されているキャンセルは、昨年度２

月の修学旅行の部分です。国の補正予算等でケ

アしているのは３月からの分でしたので、２月

にキャンセル料が出る部分について計上してい

ます。

それから、そのほかの修学旅行の状況ですが、

これから修学旅行が今年度見込まれる学校はあ

りますが、基本的にまだ中止している学校はあ

りません。時期を延期したり、それからまた行

く先についても今から検討していく状況です。

消毒の関係ね、見てたら、学校によっ堤委員

て外部委託しているところもあるよね。あれだ

け広いところを基本的には毎日せないかんじゃ

ないですか。夏休みに子どもたちが来た場合は

もっと大変ですよね。先生たちは子どもたちが

帰った後全部しなくてはならないし、体育館を

使った後や共有部分もしなきゃならない。外部

で任せられるところは任せようという計画はな

いんですか。

学校の消毒について、基本加藤体育保健課長

的にはさきほど申し上げたとおり全教職員で共

用部分を中心にやっていきます。仮に学校の中

で感染者が出た場合は、外部委託して、必要に

応じて保健所と相談をしながら徹底的に消毒す

ることはあります。通常においては、教職員で

共用部分を徹底的に消毒する体制になっていま

す。

ほかにありませんか。元吉委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、これ元吉委員長

より採決します。

本報告のうち、本委員会関係部分については、

承認すべきものと決することに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本報告のうち、元吉委員長

本委員会関係部分については、承認すべきもの

と決定しました。

以上で付託案件の審査を終わります。

次に、執行部から報告をしたい旨の申出があ

りましたのでこれを許します。

文教警察委員会資料中村教育改革・企画課長

の７ページをお開きください。新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止に係る対応のうち、学校に

関係する内容について御報告します。

まず、国の動きについては、春休みまでの一

斉臨時休業の要請、そして、その後の緊急事態

宣言の推移については、皆さま御承知のとおり

です。

その下、１ポツ、大分県の主な取組等です。

本県では、県立学校の臨時休業、そしてまた段

階的な学校の再開について、それぞれの段階ご

とに枠で囲んだ推移を経て、３月から臨時休校、

そして４月８日から時差登校を伴う学校の再開、

そして４月１５日の感染経路を特定できない感

染者の発生を受け、ゴールデンウイーク、５月

６日までの休校となりました。その後、学年ご

との分散登校を経て、６月１日に通常の学校再

開といった経緯をたどっています。それぞれ、

その時々の大分県内の感染状況を基に、大分県

新型コロナウイルス対策本部で意思決定してい

ます。

こうした決定の都度、県立特別支援学校につ

いては、個々の児童・生徒の障がいの状況に十
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分配慮しながら、準備の整った学校から徐々に

通常の学校運営へ移行していく方針を示してき

ました。また、市町村立の学校や私立の学校に

おいても、県立学校の対応を踏まえて、地域の

実情に応じて適切に対応することを要請してき

ました。

資料の８ページには、県立学校の主な取組を

記載しています。特に、４月８日以降、学校再

開期間においては、基本的な感染症対策の徹底

を図ることはもちろん、公共交通機関における

密集を避けるための大型バスによる輸送を開始

したり、再度の臨時休業にも備えてＩＣＴを活

用した学習支援の準備、実施をしてきました。

県教育委員会としては、新型コロナウイルス

感染症の国内の状況を絶えず注視しながら、各

家庭、県民の皆さまにも御協力いただきながら、

感染拡大の防止と教育活動との両立に努めます。

以上で、説明は終わりました。元吉委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、御意見等はありませんか。

タブレットの話があったよね。あれ卒堤委員

業した場合、返すんでしょうね。もし故障した

らどういう形で修理するの。

基本的には学校に配備する山上教育財務課長

ので、子どもたちに貸与するという形になりま

す。当然卒業すれば、それは置いていって次の

学年、あるいは新しい学年が使うことにしてい

ます。

補償内容については詰めていきますが、例え

ば、落として壊したとか、そういったものはあ

くまでも本人の過失になるので、本人に賠償し

てもらうことになろうかと思いますが、そこら

辺についても、これから詰めてルールを決めて

いきます。

ほかにありませんか。元吉委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、以上元吉委員長

で諸般の報告を終わります。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも元吉委員長

って教育委員会関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

委員の皆さまは、この後協議を行いますので、

このまま御着席願います。

〔教育委員会退室〕

これより内部協議を行います。元吉委員長

本日の審査結果に関する委員長報告について

です。

今回の臨時会は新型コロナウイルス対策に係

る緊急的な対応に伴う補正予算を審査しました。

これまで、４月には初委員会を通じて県への緊

急要請を行い、また県内所管事務調査を通じて、

要望等を伝えてきたところです。

その結果、今回、第２次の補正予算が上程さ

れたわけですが、これまでの議論を踏まえ、委

員会として執行部への要望を本日の審査結果報

告の際に盛り込みたいと思いますがいかがでし

ょうか。

〔協議〕

私からの提案ですが、県内所管事元吉委員長

務調査や地域の声から特に感じましたが、学校

現場において授業時間数の確保だけでなく、児

童生徒の心のケア等に配慮し、誰一人取り残す

ことなく最大限に学びが保障されるよう要望と

して申し添えたいと思いますが、いかがでしょ

うか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

それでは、そのようにします。な元吉委員長

お、具体的な報告の文言については、委員長に

御一任いただきたいと思いますが、よろしいで

しょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

ありがとうございます。元吉委員長

最後にほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも元吉委員長

って委員会を終わります。

お疲れさまでした。


